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昭
和
五
十
八
年
十
一
月
二
十
五
日
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出 
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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

沖
縄
県
北
部
ダ
ム
で
の
米
軍
演
習
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
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五
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一 

 



 

ダ
ム
工
事
終
了
と
と
も
に
、
現
地
の
那
覇
防
衛
施
設
局
と
沖
縄
総
合
事
務
局
が
、
ダ
ム
の
周
辺
や
貯
水
池
を
米

軍
の
演
習
施
設
と
し
て
提
供
す
る
た
め
の
具
体
的
な
検
討
に
入
つ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。 

沖
縄
県
民
の
飲
料
水
、
生
活
用
水
の
大
部
分
を
賄
う
沖
縄
県
本
島
北
部
の
福
地
、
新
川
、
安
波
、
普
久
川
の
四

ダ
ム
が
今
年
の
十
月
、
す
べ
て
完
成
し
た
。 

こ
の
問
題
は
政
府
が
、
一
九
七
四
年
一
月
三
十
日
の
日
米
安
保
協
議
委
員
会
と
同
年
二
月
二
十
一
日
の
日
米
合

同
委
員
会
で
、
米
軍
北
部
・
安
波
訓
練
場
内
に
つ
く
ら
れ
る
四
つ
の
ダ
ム
を
米
軍
と
共
同
使
用
す
る
こ
と
を
認 

 

め
、
ダ
ム
の
周
辺
あ
る
い
は
ダ
ム
貯
水
池
で
の
米
軍
の
浮
き
橋
の
建
設
、
水
質
浄
化
訓
練
、
応
急
渡
河
、
小
舟
艇
操

作
、
波
の
り
、
水
陸
両
用
車
訓
練
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
海
救
助
訓
練
の
演
習
に
合
意
し
た
こ
と
に
あ
る
。 

 
こ
れ
に
対
し
て
県
民
は
、
強
い
不
安
と
怒
り
を
表
明
し
て
い
る
。 

沖
縄
県
北
部
ダ
ム
で
の
米
軍
演
習
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

し
か
も
、
か
か
る
日
米
合
意
が
基
地
の
一
部
返
還
の
み
せ
か
け
で
、
北
部
四
ダ
ム
を
ア
ジ
ア
地
域
で
は
唯
一
の

米
海
兵
隊
の
湖
上
演
習
場
に
し
た
て
あ
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
断
じ
て
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

ダ
ム
の
貯
水
池
及
び
そ
の
周
辺
で
の
米
軍
の
演
習
、
訓
練
が
県
民
の
水
資
源
を
汚
染
し
、
県
民
の
生
活
と
生
命

に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
危
険
が
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。 

百
十
五
万
県
民
の
生
命
の
源
で
あ
る
こ
れ
ら
の
ダ
ム
を
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
米
軍
の
軍
事
訓
練
の
た
め
に
使
用

さ
せ
る
な
ど
言
語
道
断
で
あ
る
。 

一
九
七
四
年
四
月
、
広
範
な
県
民
が
憤
激
を
こ
め
て
ダ
ム
で
の
米
軍
演
習
を
撤
回
せ
よ
と
反
対
運
動
に
立
ち
上

が
つ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。 

一 

政
府
は
北
部
四
ダ
ム
で
の
米
軍
演
習
に
つ
い
て
取
り
決
め
た
日
米
合
同
委
員
会
の
不
当
な
合
意
事
項
を
直
ち

に
撤
回
し
、
沖
縄
県
民
の
生
活
と
安
全
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。 

従
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

四 

 



 

三 

昭
和
四
十
九
年
五
月
七
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
で
、
私
の
質
問
に
対
し
て
当
時
の
外
務
省
の
大
河
原
ア
メ

リ
カ
局
長
は
、
米
軍
が
ダ
ム
貯
水
池
で
訓
練
を
行
う
に
つ
い
て
、
「
水
中
爆
破
は
一
切
行
な
わ
な
い
、
恒
久
建 

 

造
物
は
つ
く
ら
な
い
、
仮
設
建
造
物
は
使
用
後
、
直
ち
に
撤
去
す
る
、
貯
水
池
の
汚
染
防
止
に
万
全
の
措
置
を

講
ず
る
」
と
の
使
用
条
件
を
付
し
て
、
水
が
飲
料
と
し
て
使
わ
れ
る
上
に
支
障
を
来
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す

る
と
答
弁
し
て
い
る
。 

二 

こ
の
ダ
ム
を
演
習
場
に
す
る
と
い
う
米
海
兵
隊
は
、
絶
え
ず
そ
の
一
部
が
第
七
艦
隊
に
乗
り
込
み
、
ア
ジ
ア

各
地
で
上
陸
演
習
な
ど
し
て
お
り
、
伝
染
病
を
持
ち
込
む
危
険
性
が
非
常
に
強
い
部
隊
で
あ
る
。 

こ
の
「
使
用
条
件
」
で
汚
染
を
防
止
し
、
水
質
保
全
、
衛
生
的
な
安
全
を
完
全
に
確
保
で
き
る
と
本
当
に
考
え 

海
兵
隊
の
演
習
を
認
め
て
、
貯
水
池
の
汚
染
を
ど
う
し
て
防
止
で
き
る
と
い
う
の
か
。 

ま
た
、
同
部
隊
の
演
習
の
際
、
機
械
油
の
流
出
そ
の
他
で
汚
染
さ
れ
な
い
と
い
う
保
障
は
全
く
な
い
。 

明
確
な
見
解
を
求
め
る
。 

五 

 



 

四 

一
九
八
一
年
三
月
、
私
を
含
む
日
本
共
産
党
沖
縄
基
地
調
査
団
は
、
北
部
四
ダ
ム
の
一
つ
福
地
ダ
ム
上
流 

 

で
、
米
海
兵
隊
が
ひ
そ
か
に
湖
上
訓
練
を
行
つ
て
い
た
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
。 

て
い
る
の
か
。 

私
は
、
し
か
も
そ
の
部
隊
が
ダ
ム
の
湖
岸
や
集
水
地
域
内
に
構
築
物
や
仮
設
便
所
を
建
て
、
空
き
か
ん
等
の

ご
み
ク
ズ
を
放
置
し
て
い
た
現
場
写
真
を
提
示
し
て
追
及
し
た
（
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
日
衆
議
院
外
務
委

員
会
、
同
年
六
月
五
日
質
問
主
意
書
）
。 

こ
の
時
、
政
府
は
調
査
を
約
束
し
、
そ
の
後
「
汚
染
に
つ
な
が
る
訓
練
を
行
つ
た
と
い
う
こ
と
は
承
知
し
て

い
な
い
」
と
全
く
事
実
と
反
す
る
答
弁
を
行
つ
て
い
る
（
前
記
質
問
主
意
書
に
対
す
る
昭
和
五
十
六
年
六
月
十
九

日
の
政
府
答
弁
書
）
。 

私
が
指
摘
し
た
事
実
は
、
政
府
が
再
三
に
わ
た
つ
て
強
調
す
る
「
使
用
条
件
」
が
水
源
地
の
汚
染
防
止
、
そ
の 

「
貯
水
池
の
汚
染
防
止
に
万
全
の
措
置
を
講
ず
る
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
何
か
。 

六 

 



 

五 

水
道
法
第
二
条
で
は
、
国
民
は
、
水
道
が
国
民
の
日
常
生
活
に
直
結
し
、
そ
の
健
康
を
守
る
た
め
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
水
源
及
び
水
道
施
設
並
び
に
こ
れ
ら
の
周
辺
の
清
潔
保
持
に 

2 

政
府
の
言
う
よ
う
に
、
「
し
尿
に
つ
い
て
は
、
簡
易
便
所
を
使
用
し
て
ド
ラ
ム
か
ん
に
貯
留
し
、
油
で
燃

焼
さ
せ
た
後
地
中
に
埋
め
、
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、
地
中
に
埋
め
」
（
前
記
答
弁
書
）
、
構
築
物
や
簡
易
便
所
を

撤
去
す
る
と
し
て
も
、
こ
れ
で
水
源
地
の
汚
染
防
止
、
そ
の
周
辺
地
域
の
清
潔
保
持
が
完
全
に
で
き
る
と
断

言
で
き
る
の
か
。 

1 
飲
料
水
を
供
給
す
る
ダ
ム
の
湖
岸
や
集
水
地
域
で
、
構
築
物
を
建
て
た
り
簡
易
便
所
や
ご
み
ク
ズ
を
放
置

し
た
り
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
。 

周
辺
地
域
の
清
潔
保
持
に
と
つ
て
全
く
意
味
を
な
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
も
の
だ
。 

こ
れ
が
政
府
の
言
う
汚
染
防
止
の
た
め
の
万
全
の
措
置
か
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
貯
水
池
や
水
質
の
汚
染
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
の
か
。 

七 

 



 

2 

そ
れ
と
も
上
水
ダ
ム
で
の
米
軍
演
習
に
つ
い
て
は
水
道
法
、
河
川
法
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
か
。 

1 

上
水
ダ
ム
で
の
米
軍
演
習
は
水
道
法
、
河
川
法
に
反
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
在
日
米
軍
地
位
協
定
上
の

国
内
法
の
尊
重
義
務
を
も
逸
脱
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
政
府
は
、
米
軍
の
公
の
活
動
は
特
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
国
内
法
令
は
適

用
が
な
い
け
れ
ど
も
尊
重
す
る
義
務
が
あ
る
旨
、
答
え
て
い
る
（
昭
和
四
十
九
年
五
月
七
日
衆
議
院
内
閣
委
員

会
外
務
省
大
河
原
ア
メ
リ
カ
局
長
答
弁
）
。 

水
道
法
の
規
定
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
上
水
ダ
ム
の
貯
水
池
や
そ
の
周
辺
地
域
で
の
米
軍
演
習
、
訓
練 

 

は
、
水
道
法
の
規
定
に
明
確
に
反
す
る
。 

心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
、
規
定
し
て
い
る
。 

そ
し
て
、
水
源
や
浄
水
場
な
ど
の
汚
染
防
止
、
水
質
保
全
、
衛
生
的
な
安
全
を
守
る
た
め
に
、
水
質
検
査
、

伝
染
病
の
検
査
、
健
康
診
断
を
始
め
厳
重
な
措
置
と
管
理
を
求
め
て
い
る
。 

八 

 



 

六 
沖
縄
県
以
外
に
上
水
ダ
ム
貯
水
池
等
で
米
軍
の
演
習
を
許
し
て
い
る
例
は
、
全
国
に
は
な
い
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。 

八 

那
覇
防
衛
施
設
局
、
沖
縄
総
合
事
務
局
は
現
在
、
ど
の
よ
う
な
検
討
を
進
め
て
い
る
の
か
。
現
地
米
軍
と
の 

七 

福
地
ダ
ム
の
湖
水
面
を
使
用
し
て
、
既
に
米
軍
が
恒
常
的
に
訓
練
、
演
習
を
行
つ
て
い
る
事
実
に
つ
い
て
、

政
府
は
、
「
昭
和
五
十
四
年
以
前
の
記
録
は
な
い
が
、
昭
和
五
十
五
年
に
は
月
一
回
の
割
合
で
ゴ
ム
・
ボ
ー
ト 

 

に
よ
る
訓
練
を
行
つ
た
」
と
初
め
て
認
め
た
（
前
記
答
弁
書
）
。 

昭
和
五
十
五
年
以
降
、
現
在
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
演
習
、
訓
練
の
内
容
及
び
回
数
に
つ
い
て
ダ
ム
別
、
訓
練

種
別
（
浮
き
橋
の
建
設
、
水
質
浄
化
訓
練
、
応
急
渡
河
、
小
舟
艇
操
作
、
波
の
り
、
水
陸
両
用
車
訓
練
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
海
救
助
訓
練
）
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

福
地
ダ
ム
、
新
川
ダ
ム
等
の
湖
面
を
使
用
し
た
演
習
、
訓
練
の
実
態
に
つ
い
て
具
体
的
に
報
告
さ
れ
た
い
。 

自
衛
隊
の
場
合
は
ど
う
か
（
沖
縄
県
を
含
め
て
）
。 

九 

 



 

 

一
〇 

交
渉
な
ど
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
た
い
。 

九 

以
上
指
摘
し
た
と
お
り
、
水
道
法
や
河
川
法
に
も
違
反
し
、
他
府
県
は
も
と
よ
り
、
世
界
の
先
進
諸
国
に
も

全
く
前
例
の
な
い
ダ
ム
貯
水
池
で
の
米
軍
の
演
習
は
絶
対
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
な
い
。 

沖
縄
県
民
の
生
命
の
源
で
あ
る
水
源
地
の
汚
染
を
も
た
ら
し
、
米
軍
に
湖
上
演
習
場
を
提
供
す
る
日
米
合
同

委
員
会
の
不
当
な
合
意
事
項
を
撤
回
す
る
こ
と
を
重
ね
て
要
求
す
る
。 

さ
ら
に
、
県
民
の
強
い
要
求
と
な
つ
て
い
る
北
部
・
安
波
訓
練
場
で
の
米
軍
の
す
べ
て
の
演
習
を
や
め
さ 

 

せ
、
こ
れ
ら
の
演
習
場
の
全
面
返
還
を
実
現
す
る
た
め
ア
メ
リ
カ
側
と
交
渉
す
る
こ
と
を
求
め
る
。 

政
府
の
明
瞭
な
見
解
を
伺
い
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


